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商業科「ビジネス実務」授業実践紹介 

単元の流れとパフォーマンス課題 

授業者：赤畠真一 

学 年：２年普通科文Ⅱ系（選択者） 

単元名：税の申告と納付（消費税） 

① 消費税の特徴と負担のしくみについて理解する。 

② 課税要件について、課税対象、納税義務者の面から理解する。 

単元のねらい（７つのチカラ：考える力、自立する力） 

① 消費税の概要を知る（３時間） 

（ⅰ）消費者が負担し、事業者が納付する

ことを理解する。 

（ⅱ）Ｓ６３．１２の消費税法の公布から

Ｒ１．１０の税率変更までの変遷を理

解する。 

② 消費税の課税要件を知る（２時間） 

（ⅰ）課税対象？ 

（ⅱ）納税義務者？ 

（ⅲ）課税期間と基準期間など 

 

③ パフォーマンス課題に取り組む（３時間） 

『標準税率１０％と軽減税率８％ ～線引きがややこしい～』 現場に行って調査してみよう！！ 

（ⅰ）店内で食べるイートインとテイクアウト？ 

（ⅱ）保冷用の氷と飲み物用の氷？ 

（ⅲ）ビールとノンアルコールビール？ 

（ⅳ）みりんとみりん風調味料？など 

以上、（ⅰ）～（ⅳ）などを現地調査して結果を明確にまとめると同時に消費者としての個人の意見

も含めてまとめる。（なぜ線引きがあるのか？を含む） まとめは原稿用紙３２０文字以上４００文

字以内でまとめる。 

 

 

 

 

単元を通して身につけてほしいこと 

 消費税は担税者と納税者が異なることを知り、課税要件の基本を身に付け、非課税となる取引につい

ても理解してもらいたい。また、消費税額が価格の一部として転嫁していく流れも理解してほしい。 

 

 

 

パフォーマンス課題の評価 

 Ａ Ｂ Ｃ 

Ⅰ態度 複数店舗に出向き、熱心

に調査することができた 

いつも行く最寄り店に

行き調査できた 

店舗に足を運ぶことがで

きなかった 

Ⅱ表現（まとめる）  調査対象が二項目以上あ

り明確に説明できている

また、個人の意見も含め

まとめられている 

調査対象は一項目であ

るが調査結果を踏まえ

個人の意見も書けてい

る 

調査結果が明確に書けて

いない 

 

 

Ⅲ理解  消費税の概要や課税要件

も十分理解しまとめるこ

とができた 

消費税のしくみそのも

のは理解しまとめるこ

とができた 

線引きも含め消費税のこ

とをあまり理解できなか

った 

 



評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●考える力：この単元で消費税の概要を理解し、そのうえで店舗に足を運び、実際に買い物をし、レ

シートを見てインタビューをすることにより税に対する考え方や関心が少し高まった

と感じられる。 

 ●自立する力：税率変更に伴い最寄店に足を運ぶことにより消費税についての関心は高まったと思う。

また、この課題を通して税の家計負担の問題や年金問題などの関連分野へ興味を持った

という声が聴かれ少し安心した。 

 ３ ２ １ 

Ⅰ 

関心・意欲・態度 

 

 

 

ビジネスの諸活動に関す

る課題に関心をもち、そ

の課題に対して主体的に

取り組もうとするととも

に実践的な態度を身につ

けている。 

ビジネスの諸活動に関す

る課題に関心をもち、そ

の課題に対して改善、向

上を目指して主体的に取

り組もうとしている。 

ビジネスの諸活動に関す

る課題に関心を持とうと

している。 

 

 

 

Ⅱ  

思考・判断・表現 

 

 

 

ビジネスの諸活動に関す

る課題の解決を目指し、

ビジネスに携わる者とし

て適切に判断し表現する

創造的な能力を身につけ

ている。 

ビジネスの諸課題に関す

る課題の解決を目指し、

思考を深め適切に判断し

ようとしている。 

ビジネスの諸活動に関す

る課題の解決を目指し、

思考を深めようとしてい

る。 

Ⅲ 

技能 

 

 

 

商業の各分野に関する基

礎的、基本的な技術を身

につけ、ビジネスの諸活

動を計画し、その技術を

適切に活用できる。 

商業の各分野に関する基

礎的、基本的な技術を身

につけ、ビジネスの諸活

動を合理的に計画でき

る。 

商業の各分野に関する基

礎的、基本的な技術を身

につけようとしている。 

 

 

Ⅳ 

知識・理解 

 

 

 

学習内容に関する考査で

の理解の程度が７０％以

上である。授業や実習の

成果物の内容が８０％以

上である。 

学習内容に関する考査で

の理解の程度が５０％以

上である。授業や実習の

成果物の内容が７０％以

上である。 

学習内容に関する考査で

の理解の程度が２５％以

上である。授業や実習の

成果物の内容が５０％以

上である。 

 

【長期ルーブリック】 

実践の背景 

■本学では生徒自らが、主体的に考え、表現するという学びの機会を増やすことで自主的に学ぶこ

とのできる力を培うことを目標としている。 

■表現力をより養っていくために、理論の習得のみならず、実社会の現場に足を運び、職業人とし

てより実践的な力を身につけさせようと努力している。 

 
授業改善のアプローチ 

■１０月の税率改正によってどのような変化が起こっているのかを知るために最寄店に足を運び質

問、インタビューを行うことで賢い消費者として生活することができるように考える時間を設定

した。 

■一人ひとりが考えを深めてもらいたいという思いから個人によるプレゼンテーションや発表後に

意見交換や共通点をまとめる作業も取り入れた。 

 

生徒の変容 


